
鳥
取
県
発
大
河
ド
ラ
マ 

 鳥
取
県
内
に
は
、
県
ゆ
か
り
の
歴
史
上
の
人

物
が
埋
も
れ
て
い
る
。
本
会
は
そ
れ
ら
を
主
人

公
に
し
た
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
の
発
掘
を
め
ざ
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
「近
代
稲
作
の
父
～
中
井

太
一
郎
～
」「三
日
月
に
祈
る
山
中
鹿
介
と
亀
井

玆
矩
」「怪
僧
豪
円
」の
三
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な

る
魅
力
あ
る
物
語
が
出
揃
い
、
去
る
９
月
８

日
、
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
選

考
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
「鳥
取
県
社
会
福
祉

協
議
会
・と
っ
と
り
い
き
い
き
シ
ニ

ア
バ
ン
ク
『生
涯
現
役
』」と
共
催

し
た
。 

そ
の
結
果
、
歴

史
大
河
ド
ラ
マ
に

「怪
僧
豪
円
」を

候
補
と
し
て
決
定

し
た
。 

今
後
、
ド
ラ
マ
（大
河
ド
ラ
マ
だ
け
で
な
く
、 

朝
ド
ラ
や
民
放
テ
レ
ビ
も
含
め
て
）に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
関
係
先
に
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
に
な
る
。 

  

な
お
、
選
考
会
後
の
９
月
１２
日
は
「と
っ
と

り
県
民
の
日
」で
あ
る
た
め
、
「鳥
取
県
再
置
と

と
っ
と
り
県
民
の
日
」と
題
し
て
地
域
史
研
究
家

の
小
山
富
見
男
氏
に
ご
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。  

 

 

（ 

田
中
精
夫 

記 

） 

選
考
基
準 

①
主
人
公
に
、
１
年
（
５０
回
分
）に
わ
た
り
興
味

を
引
き
つ
け
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
か
。 

②
主
人
公
の
人
生
に
、
我
々
に
訴
え
か
け
る
現

代
と
共
通
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
、
テ
ー
マ
性

が
あ
る
か
。 

③
主
人
公
の
人
間
ら
し
さ
・喜
怒
哀
楽
、
主
人

公
を
取
り
巻
く
家
族
愛
や
恋
愛
、
友
人
と
の

絆
、
ラ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
人
間
関
係
に
よ
り
、

視
聴
者
に
感
動
を
与
え
る
か
。 

 
 

 

          

  

８
月
７
日
、
共
同
代
表
の
田
中
精
夫
と
内
田
克

彦
、
及
び
２
０
１
７
年
度
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
候
補

代
表
の
片
山
長
生
氏
、
同
朝
ド
ラ
マ
候
補
代
表

の
四
井
幸
子
氏
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局
（局
長 

熊
埜
御
堂
朋
子
氏
）を
訪
問
し
局
長
に
現
状
の

報
告
を
し
た
。 

 

「三
愛
の
ク
ニ
へ 

～
澤
田
節
蔵
・廉
三

と
美
喜
～
」の
現
況 

 

◎
推
進
会
を
立
ち
上
げ
、
定
期
的
に
研
究
会
を

開
催
し
て
い
る
。 

 

◎
会
員
が
全
員
参
加
で
分
担
し
て
小
説
づ
く
り

を
し
て
い
る
。 

 

「赤
と
ん
ぼ
の
母 

～
碧
川
か
た
の
生

涯
」の
現
況 

 

◎
推
進
会
を
立
ち
上
げ
、
定
期
的
に
研
究
会
を

開
催
し
て
い
る
。 

 

◎
因
幡
万
葉
歴
史
館
で
特
別
展
示
会
を
開
催
し

好
評
を
博
し
た
。 

 

◎
県
内
各
地
で
の
展
示
会
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
は
、
本
会
の
活
動
が
広
く
県
民

に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

 

第 ３ 号 

編
集
発
行 

鳥
取
県
を
舞
台
に
！
歴
史
大
河 

ド
ラ
マ
を
推
進
す
る
会 

事
務
局 

鳥
取
市
佐
治
町
加
茂
七
三
九 

田
中
精
夫
宅 

歴
史
大
河 
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第２回選考会 2018.9.8（米子市淀江文化センター） 

参加者：１４３名 有効投票数：１４３票 

選考会発表の様子（2018.9.8） 

左：候補作品「怪僧豪円」 

上：候補作品「近代稲作の父～中井太一郎～」 

米
子
、
倉
吉
で
研
究
会 

選
考
会
を
め
ざ
し
て
検
討
会 

 
２
０
１
８
・
８
・
２
上
鴨
公
民
館 

面
談
者 

北
村
隆
雄
氏
ほ
か 

 ２
０
１
８
・
８
・
５
尾
高
ハ
イ
ツ 

面
談
者 

吉
島
潤
承
氏
ほ
か 

 

第
２
回
歴
史
大
河
ド
ラ
マ 

 
 

選
考
会
開
催
、「
怪
僧
豪
円
を
認
定
」 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
表
敬
訪
問 

 



                                   

                                   

                                   

                                   

☆
怪
僧
豪
円
～
三
山
を
復
興
し
た
大
山
の
名
僧
～ 

 

発
表
者 

吉
島 

潤
承 

 

比
叡
山
延
暦
寺
・
備
前
金
山
寺
・
伯
耆
国
大
山
寺
は
西
日
本
天
台
宗
の
別
格
本
山
で
あ
り
、

日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
霊
山
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。
寄
寓
か
な
こ
の
三
山
は
戦

国
時
代
多
く
の
武
将
に
よ
っ
て
焼
打
ち
に
遭
い
焼
滅
し
た
時
期
が
あ
る
。
こ
の
三
山
の
復
興

に
尽
力
し
た
名
僧
が
大
山
寺
住
職
で
あ
っ
た
豪
円
和
尚
で
あ
る
。 

 

一
人
の
僧
侶
に
こ
の
よ
う
な
大
事
業
に
尽
力
し
天
皇
お
よ
び
、
な
だ
た
る
武
将
の
力
を
奮

起
さ
せ
る
力
は
ど
こ
か
ら
湧
き
出
さ
れ
た
の
か
摩
訶
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。 

 

平
成
１
８
年
立
花
書
院
で
編
集
さ
れ
た
著
者
伯
耆
坊
俊
夫
氏
の
「
小
説
・
豪
円
和
尚
」
を

読
み
進
む
に
つ
れ
て
怪
僧
豪
円
の
摩
訶
不
思
議
の
力
の
源
を
探
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
山
寺

は
神
の
山
と
地
蔵
菩
薩
の
神
仏
習
合
の
霊
山
と
し
て
願
い
ご
と
が
成
就
す
る
と
い
う
が
、
狐

信
仰
も
あ
な
が
ち
で
あ
る
。
大
山
寺
山
内
の
下
山
神
社
は
守
護
神
が
白
狐
な
の
で
あ
る
。
所

以
は
大
山
寺
縁
起
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
山
寺
山
内
で
は
犬
を
飼
う
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
狐
の
天
敵
と
な
る
か
ら
と
も
い
う
。
こ
の
神
社
に
は
狐
に
守
ら
れ
て
い
る
伝
説
等

が
多
く
残
る
。「
小
説
・
豪
円
和
尚
」
で
は
豪
円
が
大
山
で
の
修
行
中
一
匹
の
子
狐
を
助
け
た

こ
と
に
序
し
、
豪
円
の
生
涯
を
物
語
る
の
で
あ
る
。 

 

豪
円
の
母
は
先
祖
聖
武
天
皇
の
后
、
玉
清
姫
と
伝
承
さ
れ
絶
世
の
美
女
で
あ
り
、
豪
円
の

母
は
玉
清
姫
に
似
た
美
女
だ
と
も
物
語
る
。
白
狐
は
そ
の
母
の
容
姿
に
変
化
し
影
日
な
た
に

現
わ
れ
、
豪
円
の
諸
行
の
苦
難
を
助
け
、
大
事
業
も
成
功
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
半
世
紀
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
は
地
方
の
名
士
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
観
光
の
一
役

を
担
っ
て
い
る
。
私
達
の
ふ
る
さ
と
山
陰
の
物
語
が
放
映
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。 

 

数
有
る
歴
史
上
の
人
物
中
、
豪
円
和
尚
は
全
国
に
は
無
名
に
近
い
と
思
う
が
、
今
搬
鳥
取

県
を
大
河
ド
ラ
マ
に
と
思
う
有
志
は
多
勢
で
あ
る
。
怪
僧
豪
円
を
推
挙
す
る
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
日
本
一
少
数
県
民
の
鳥
取
県
に
も
こ
の
よ
う
な
名
僧
が
存
在
し
た
事
実
を
楽
し
い
物

語
と
し
て
シ
ナ
リ
オ
化
し
、
大
河
ド
ラ
マ
に
て
登
場
さ
せ
る
こ
と
を
県
民
代
表
と
し
て
送
り

出
し
た
い
。「
小
説
・
豪
円
和
尚
」
を
参
考
に
大
河
ド
ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
記
す
る
有
志
の
挙

手
を
望
む
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

☆
近
代
稲
作
の
父 

～
中
井
太
一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

発
表
者 

北
村
隆
雄 

久
米
郡
小
鴨
村
（
現
在
の
倉
吉
市
）
の
出
身
で
、
明
治
時
代
に
お
い
て
農
業
改
良
に
一
生
を
捧
げ

た
。
①
日
本
で
初
め
て
「
田
植
え
定
規
」
を
考
案
し
、
全
国
に
【
正
条
植
え
】
を
普
及
し
て
回
っ
た
。

こ
の
「
稲
」
を
等
間
隔
に
植
え
る
正
条
植
え
は
、
い
ま
で
は
田
植
え
機
に
引
き
継
が
れ
、
省
力
化
や

病
害
虫
に
強
い
米
づ
く
り
を
実
現
し
た
。
②
「
水
田
中
耕
除
草
機
」
通
称
【
太
一
車
】
を
発
明
し
て

雑
草
取
り
と
い
う
重
労
働
か
ら
米
づ
く
り
農
家
を
解
放
し
、
米
の
生
産
性
向
上
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
。
こ
の
太
一
車
は
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
も
使
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
③
太
一
車
の

特
許
取
得
が
契
機
に
な
り
好
意
的
に
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
実
際
に
農
民
の
作
業
が
楽
に
な
り
農
作
業

や
生
活
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。
こ
の
頃
か
ら
【
全
国
巡
回
】
が
始
ま
っ
た
。
④
太
一
郎
は
学
術
研

究
を
ま
と
め
る
。「
帝
国
農
家
結
合
」
会
員
と
な
り
役
員
に
任
命
さ
れ
、
農
業
や
人
間
の
生
き
方
を
発

信
し
た
。
⑤
【
地
元
】
で
は
倉
吉
農
学
校
教
授
に
任
命
さ
れ
後
輩
を
育
て
た
。「
鳥
取
県
農
会
」
が
発

足
し
、
そ
の
名
誉
会
員
と
な
っ
て
力
を
注
い
だ
。 

  

 ☆
三
日
月
に
祈
る
山
中
鹿
介
と
亀
井
玆
矩 

 
 

 
 

 
 

発
表
者 

田
中
精
夫 

山
中
鹿
介
は
、
１
５
４
５
年
、
富
田
庄
で
誕
生
。
尼
子
一
族
で
あ
り
、
早
く
か
ら
尼
子
の
家
臣
と

し
て
仕
え
た
。
尼
子
滅
亡
後
浪
人
と
な
っ
た
が
、
尼
子
の
遺
児
勝
久
を
擁
立
し
、
尼
子
再
興
の
兵
を

を
起
こ
し
て
、
富
田
城
奪
還
後
一
歩
ま
で
迫
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
圧
倒
的
な
兵
力
を
持
つ
毛
利

軍
に
退
け
ら
れ
敗
退
後
浪
人
と
な
る
。
望
み
は
潰
え
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
後
織
田
信
長
を
頼
り
、

秀
吉
の
配
下
に
つ
い
た
。
再
度
尼
子
氏
再
興
軍
を
起
こ
し
毛
利
打
倒
の
最
前
線
に
立
っ
た
が
、
は
か

な
く
散
っ
た
。
そ
の
不
屈
の
闘
志
は
人
々
か
ら
畏
敬
さ
れ
た
。 

亀
井
玆
矩
は
、
１
５
５
７
年
玉
湯
町
に
誕
生
。
鹿
介
を
頼
り
、
義
兄
弟
と
な
っ
た
。
共
に
信
長
の

配
下
で
尼
子
氏
再
興
に
身
を
投
じ
た
が
、
上
月
城
合
戦
で
尼
子
氏
が
滅
亡
後
、
鹿
介
の
志
を
引
き
継

ぎ
、
因
幡
の
地
に
尼
子
一
族
を
根
付
か
せ
た
。
秀
吉
に
仕
え
て
功
を
な
し
、
秀
吉
か
ら
「
琉
球
の
守
」

の
称
号
を
賜
っ
た
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
水
軍
に
属
し
て
李
舜
臣
と
海
戦
を
し
、
名
を
馳
せ
た
。
釜

山
機
長
城
で
中
国
・
朝
鮮
軍
を
退
け
る
な
ど
戦
功
を
挙
げ
凱
旋
し
た
。
秀
吉
の
死
後
、
関
ヶ
原
合
戦

で
東
軍
に
属
し
勝
利
。
長
束
正
家
の
城
受
け
渡
し
で
功
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
鳥
取
城
受
け
渡
し
に

苦
戦
し
、
家
康
に
鹿
野
３
万
８
千
石
の
城
主
に
と
ど
め
置
か
れ
た
。
後
、
玆
矩
は
城
下
の
整
備
と
、

殖
産
興
業
に
尽
く
し
藩
民
に
慕
わ
れ
た
。
１
６
１
２
年
当
地
に
没
し
た
。
信
長
、
秀
吉
、
家
康
の
時

代
に
、
海
外
貿
易
を
夢
見
て
、
盛
ん
な
行
動
力
と
交
渉
力
で
活
路
を
切
り
開
く
玆
矩
の 

姿
を
華
や
か
な
安
土
桃
山
文
化
の
時
代
風
景
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。 
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《

選

考

会

候

補

紹

介
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作
家
山
田
風
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
に
、
次
の
よ

う
な
文
章
が
あ
る
。 

『
眼
前
に
死
が
あ
っ
た
か
ら
本
を
読
ん
だ
。 

 
 

鳥
取
は
母
の
実
家
に
近
い
せ
い
で
子
供
の

と
き
か
ら
よ
く
行
っ
た
。
そ
れ
が
私
の
知
っ
た

最
初
の
大
都
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
や
が
て
私
は
東
京
へ
出

て
来
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
も
う
戦
争
の
真
っ
た

だ
中
の
荒
涼
と
し
た
東
京
で
、
大
通
り
に
街
灯

が
ず
っ
と
と
お
く
ま
で
つ
ら
な
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
風
景
は
少
年
時
の
鳥
取
以
来
、
戦
後

東
京
が
復
興
し
て
は
じ
め
て
再
会
し
た
と
い
っ

て
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。 

 

戦
前
の
鳥
取
は
、
私
に
と
っ
て
美
し
い
「
わ

た
し
の
城
下
町
」で
あ
っ
た
。そ
の
想
い
出
は
、

そ
の
町
が
消
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
い
よ
い
よ
儚

い
。
戦
争
前
の
鳥
取
は
、
戦
争
中
大
地
震
で
消

滅
し
た
か
ら
で
あ
る
。・
・
・
』 

  

風
太
郎
の
母
は
、
浜
坂
町
諸
寄
（
現
新
温
泉

町
諸
寄
）の
小
畑
医
院
の
一
人
娘(

弟
は
六
人
い

る)

だ
っ
た
が
、
関
宮
（
養
父
市
関
宮
）
の
山
田

太
郎
医
師
と
結
婚
し
、
大
正
十
一
年
（
１
９
２

２
）、
風
太
郎
が
生
ま
れ
た
。
風
太
郎
が
五
歳
の

時
、父
は
檀
那
寺
で
会
議
中
急
死
し
て
し
ま
う
。

父
の
死
後
生
ま
れ
た
妹
と
、
母
と
風
太
郎
は
、

小
学
四
年
で
母
の
実
家
に
引
き
取
ら
れ
る
。
諸

寄
小
学
校
の
四
年
、
五
年
を
過
ご
し
た
の
ち
、

母
が
伯
父
と
再
婚
し
た
た
め
、
関
宮
に
戻
っ
て

き
て
、
関
宮
小
学
校
を
卒
業
、
旧
制
豊
岡
中
学

に
進
学
し
た
。 

と
こ
ろ
が
中
学
二
年
の
時
、
今
度
は
母
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
三
十
八
歳

の
若
さ
で
あ
っ
た
。
優
し
く
美
し
い
母
を
亡
く

し
て
風
太
郎
は
「
魂
の
酸
欠
状
態
」
に
お
ち
い

り
、
優
等
生
か
ら
不
良
学
生
に
転
落
し
て
い
っ

た
。
不
良
グ
ル
ー
プ
に
、「
風
」「
雷
」「
雨
」「
想
」

と
い
う
暗
号
を
つ
け
て
呼
び
合
い
、
さ
ん
ざ
悪

行
を
重
ね
て
い
っ
た
。
三
回
停
学
処
分
を
受
け

て
い
る
。
養
父
は
母
の
死
後
す
ぐ
に
再
婚
し
、

継
母
が
関
宮
に
や
っ
て
き
た
が
、
こ
の
継
母
と

は
な
じ
め
な
か
っ
た
。
関
宮
の
実
家
に
居
場
所

を
亡
く
し
た
風
太
郎
は
、
昭
和
１
７
年
、
家
出

同
然
に
出
奔
し
、
上
京
す
る
。
沖
電
気
に
務
め

る
が
、
過
酷
な
職
場
、
貧
し
さ
の
た
め
、
肋
膜

を
病
ん
で
倒
れ
て
し
ま
う
。
兵
役
検
査
も
肋
膜

を
病
ん
で
い
る
こ
と
で
免
れ
た
。昭
和
１
９
年
、

東
京
医
学
専
門
学
校
（
現
東
京
医
科
大
学
）
に

入
学
。
昭
和
２
０
年
の
東
京
大
空
襲
で
、
学
校

は
半
壊
と
な
り
、
信
州
飯
田
に
、
学
校
疎
開
す

る
。
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
、
東
京
に
帰
京
す
る

も
、
東
京
は
焼
け
野
原
と
な
っ
て
い
た
。
下
宿

も
焼
け
て
お
り
、
食
べ
物
も
な
く
、
学
校
の
図

書
室
で
寝
泊
ま
り
し
た
り
、
沖
電
気
時
代
の
上

司
の
家
に
居
候
し
た
り
し
て
な
ん
と
か
地
獄
の

よ
う
な
２
０
年
を
生
き
る
。
２
１
年
に
い
ち
早

く
創
刊
さ
れ
た
探
偵
小
説
専
門
誌「
宝
石
」に
、

懸
賞
小
説
の
募
集
を
見
つ
け
た
風
太
郎
は
「
雪

女
」
と
「
達
磨
峠
の
事
件
」
を
投
稿
す
る
。
す

る
と
見
事
一
等
に
「
達
磨
峠
」
が
入
選
。
こ
の

賞
の
選
者
で
あ
っ
た
、
江
戸
川
乱
歩
は
、
風
太

郎
が
ま
だ
医
学
生
三
回
生
の
若
さ
で
あ
っ
た
こ

と
に
驚
き
、
そ
の
才
能
に
注
目
し
た
。
そ
の
後

乱
歩
の
後
援
を
得
て
、
次
々
と
「
宝
石
」
に
小

説
を
発
表
し
、
探
偵
小
説
家
と
し
て
作
家
デ
ビ

ュ
ー
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
２
４
年
に
は

「
第
二
回
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
賞
」
を
受
賞

し
、
ひ
き
も
ひ
か
れ
ぬ
人
気
作
家
と
な
っ
て
い

っ
た
。 

 

昭
和
３
３
年
よ
り
、「
甲
賀
忍
法
帖
」
の
連
載

を
は
じ
め
、
以
後
い
わ
ゆ
る
「
忍
法
帖
」
シ
リ

ー
ズ
が
爆
発
的
に
人
気
を
博
し
忍
法
作
家
と
し

て
第
一
位
の
位
置
を
占
め
た
。
昭
和
４
８
年
か

ら
は
今
度
は
「
明
治
も
の
」
と
い
わ
れ
る
ジ
ャ

ン
ル
に
果
敢
に
挑
戦
、「
警
視
庁
草
紙
」「
幻
燈

辻
馬
車
」
な
ど
の
名
作
を
発
表
し
て
ゆ
く
。
昭

和
６
１
年
か
ら
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
人
間

臨
終
図
鑑
」
の
大
作
を
発
表
し
、
晩
年
に
は
、

「
半
身
棺
桶
」「
死
言
状
」
な
ど
洒
脱
な
エ
ッ
セ

イ
集
に
も
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
惜
し
ま
れ
な
が

ら
も
、
平
成
十
三
年
、
七
十
九
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
実
母
の
墓
は
鳥
取
に
あ
る
と
聞

い
て
、
疑
問
に
感
じ
た
。
諸
寄
の
母
の
実
家
に

聞
い
た
と
こ
ろ
小
畑
医
院
の
小
畑
医
師
（
風
太

郎
の
祖
父
）
は
鳥
取
の
荒
金
村
の
開
業
医
だ
っ

た
が
、
そ
の
名
医
の
評
判
を
き
い
て
、
無
医
村

に
な
っ
た
諸
寄
村
か
ら
村
中
の
署
名
嘆
願
を
受

け
て
、
荒
金
村
か
ら
諸
寄
へ
越
し
て
き
た
そ
う

で
あ
る
。
小
畑
医
師
の
祖
父
は
、
江
戸
時
代
、

鳥
取
藩
の
お
抱
え
絵
師
で
有
名
な「
小
畑
稲
升
」

で
あ
る
と
い
う
。
其
れ
を
き
い
て
納
得
し
た
。

風
太
郎
は
小
さ
い
こ
ろ
よ
り
絵
の
抜
群
の
才
能

が
あ
り
、
関
宮
の
同
級
生
た
ち
は
、
将
来
き
っ

と
有
名
な
画
家
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。 

 

今
年
の
選
考
会
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
初
め

て
西
部
地
区
で
開
催
し
、
参
加
者
も
百
名
を
越

し
た
。 

大
勢
の
参
加
者
が
見
守
る
中
、
発
表
者
の
プ

レ
ゼ
ン
は
一
段
と
輝
き
を
増
し
、
静
か
な
会
場

に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
私
は
山
中
鹿
介
の
発
表
者

で
あ
っ
た
が
吉
島
さ
ん
の
名
調
子
と
、
北
村
さ

ん
の
語
り
に
心
か
ら
拍
手
を
送
っ
た
。 

発
表
の
後
、
投
票
で
あ
る
。
西
部
地
区
の
方

の
熱
心
な
声
援
を
受
け
て
、
豪
円
が
最
高
得
票

と
な
っ
た
。
中
井
太
一
郎
、
山
中
鹿
介
と
亀
井

玆
矩
も
来
年
以
降
、
捲
土
重
来
を
図
っ
て
ほ
し

い
。 ま

た
、
今
回
、
兵
庫
県
北
部
地
区
（但
馬
）か

ら
山
田
風
太
郎
が
大
河
候
補
に
加
わ
っ
た
。
発

表
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
鳥
取
と
の
縁
も
あ

り
、
ぜ
ひ
加
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

さ
て
、
２
年
間
の
取
り
組
み
で
、
７
作
品
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
澤
田
節
蔵
・廉
三
と
美
喜
、
碧

川
か
た
、
淀
屋
、
池
田
家
三
代
、
山
中
鹿
介
と
亀

井
玆
矩
、
中
井
太
一
郎
、
豪
円
で
あ
る
。
鳥
取

セ
ブ
ン
と
も
い
う
べ
き
、
鳥
取
を
代
表
す
る
優

れ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
投
票
数
で
上
位
を
決

め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
７
作
品
す
べ
て
を

鳥
取
県
民
の
宝
と
し
て
輝
け
る
姿
に
し
て
こ
の

歴
史
大
河
ド
ラ
マ
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。  

 
(

田
中
精
夫) 
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